
日時：令和5年6月26日（月）　15:00～　

参加者：
大牟田市 副枝副市長
学識 九州工業大学：吉武委員、有明工業高等専門学校：森田委員
運行事業者 西日本鉄道：田代氏、西鉄バス大牟田：下川氏、大牟田タクシー協会：吉野氏、やまさ海運：伊達氏
行政機関 九州運輸局：井料氏、福岡県交通政策課：中元氏、南筑後県土整備事務所：牛島氏、大牟田警察署：芝氏
市民・利用者 大牟田市校区コミュニティ連絡協議会：野田氏、大牟田市民：田中氏、大牟田市社会福祉協議会：内田氏、大牟田市内高等学校校長会：猿渡氏
商工会 大牟田商工会議所：山科氏
オブサーバー みやま市：吉開氏、南関町：永松氏、荒尾市；伊藤氏
大牟田市 都市整備部：米崎部長、谷本副部長

国県道路・地域交通対策課：原田課長、中島主査、壇氏
福山コンサル 高嶋氏

１．【議案第１号】生活交通確保維持改善計画について：資料1
発言者 該当P 意見 返答・対応方針等

吉野氏 P2 満足度を1％上げるためには、乗らない方の意見も聞いた方が良い
全市民を対象にしたアンケートにより、幅広く意見を伺うこととし
ている。

田中氏 P3
30代の多くはインスタグラムを利用しているので、インスタグラム
での周知も検討をしてみてはいかがか。

多くの方に情報がいき届くように、多様な手段を用いて情報発信に
努めたい

森田氏 P3 PR物配布とあるが配布先はどこか。
市内の地区公民館や市の窓口、西鉄バスの車内に設置を行ってい
る。

井料氏 P1～9
今回申請する計画書の内容について、今後国とのやりとりの中で修
正となる箇所があった場合、軽微な内容の修正については事務局一
任で良いかこの場で承認をお願いしたい。

-

副枝氏（議長） －

２．【議案第２号】令和４年度事業報告及び決算について：資料2、参考資料
発言者 該当P 意見 返答・対応方針等

ｐ３ 事業費の計画策定費はコンサルタントに支払われたものか。 コンサルタントに支払ったものです。

参考資料
ｐ７

ガチャガチャでもらえる物産品はどんなものがあるか。
市公式キャラクターのグッズや大牟田の名物の食べ物がある。高額
にならない範囲で、観光協会と協議し決めている。1回乗車につき
チケット1枚を渡し、何が当たるかわからないようになっている。

吉武氏
参考資料
ｐ７

副枝氏（議長） －

３．【議案第３号】令和５年度事業計画（案）及び予算（案）について：資料3
発言者 該当P 意見 返答・対応方針等

副枝氏 －

田中氏 －

伊達氏 －

吉野氏 －

田中氏 －

山科氏 －
今回の実証実験は非常にいい制度で、業界団体や組合組織等に当社
からもチラシの配布をしたい。市の方で準備を。

今回の実証実験を行うにあたって、市内の旅行会社や旅館業組合等
にもチラシの配布をしている。商工会議所でもＰＲの協力をお願い
したい。

副枝氏 －

副枝氏（議長） －

４．【報告事項１】令和４年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について：資料4
５．【報告事項２】新大牟田駅と中心市街地を結ぶ実証実験（経過報告）について：資料5
６．【報告事項３】路線バス及び新幹線の乗降調査（経過報告）について：資料6

発言者 該当P 意見 返答・対応方針等

吉野氏 －

副枝氏（議長） －

第1回大牟田市地域公共交通活性化協議会　議事録

今回頂いた意見を含め、議案第1号について承認いただくということでよろしいか。
全員：異議なし
それでは、議案第1号については承認とする。

観光目的でこの日しか乗らない方もいるが、そういう人たちがアンケートに公共交通の満足度を聞かれたときに、このことをイメージ
して答えているか。聞き方によるが、公共交通或いは観光の促進も大事なことが前振りにあれば、回答で満足度が上がる可能性があ
る。上手く想起できるようなやり方を考えてほしい。

議案第2号についてはご承認いただくということでよろしいか。
全員：異議なし
それでは、議案第2号については承認とする。

SNS等については、庁内関係部局はもちろん地域おこし協力隊にてインスタグラムなどでも対象を明確に発信をすること

今はバスが主流になっているが、高速船とタクシーの現状はどうか。

現状コロナ禍の影響はまだ残っており、令和元年の実績には至っていないが、順調に毎日4往復運行しているのでぜひ市民にも利用して
ほしい。人口は減少傾向にあるが、公共交通機関の利用需要を上げていくには、観光客をいかに呼び込むかということにかかっている
のではないか。観光旅行会社や鉄道会社と連携した取り組みを大牟田市の方でお願いしたい。
深夜は特に経費の問題が変わってくるため、協会の中で半分は止めて半分は動かしている。補助がないため自分たちでどうやっていく
か協議をしても経費が出ないため、やめるしかない状況にある。

経営にも関わってくるのであれば、現実問題として知っておくとある程度備えができるため、市民に情報があった方がいい。
料金に関しては、1回使ってみてから補助や支援があればいい。

商工会議所からも商工会議所のホームページ等で実証実験関係の周知の協力をお願いしたい。タクシーに関しては、市民が不安になら
ないように市でも周知する必要がある。

議案第3号についてはご承認いただくということでよろしいか。
全員：異議なし
それでは、議案第3号については承認とする。

大牟田市が活性化されている今、役に立てるものはなにかということを協会自体で考えている。路線を守るのも非常に大事だが、コ
ミュニティバスを使って自宅付近まで行けるようにできるという計画も少し並行して考えてほしい。
市では昨年度から実証実験を取り組んでいるが、各校区でもコミュニティバスや乗合タクシーなど地域での取り組みも積極的に支援し
ていく。

田中氏
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